
563 第
平
成
十
一
年
二
九
九
九
）
は
九
州
大
学
医
学
部
（
当
時
は
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
）
に
明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）
五
月
二
十
四
日

誌
勅
令
第
百
四
十
二
号
を
も
っ
て
、
整
形
外
科
学
講
座
が
開
設
さ
れ
て
以
来
九
十
周
年
を
迎
え
る
。
す
で
に
、
東
京
帝
国
大
学
と
京
都
帝
国
大

雑蓉
学
に
は
明
治
三
十
九
年
に
講
座
が
開
設
さ
れ
て
い
た
の
で
、
わ
が
国
で
は
二
一
番
目
の
こ
と
に
な
る
。

椎
初
代
教
授
に
は
住
田
正
雄
（
以
下
敬
称
略
）
が
任
命
さ
れ
た
。
残
念
な
こ
と
に
彼
自
身
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
記
録
に
残
る
こ
と
が
少
な
く
、

日
語
ら
れ
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
第
二
代
神
中
正
一
教
授
、
第
一
二
代
天
児
民
和
教
授
の
姿
が
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
そ
の
蔭
に
埋
没
し
て

い
る
印
象
さ
え
あ
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
に
お
け
る
近
代
整
形
外
科
の
基
礎
を
創
り
、
九
大
整
形
外
科
を
そ
の
メ
ッ
カ
に
し
た
創
始
者
と
し

て
、
永
遠
に
こ
の
名
は
記
銘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
機
会
に
是
非
詳
細
に
記
録
し
て
お
き
た
い
と
考
え
、
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
述

べ
た
い
。

第45巻第4号(1999)

は
じ
め
に

九
州
に
お
け
る
近
代
整
形
外
科
の
祖
、

住
田
正
雄
（
一
八
七
八
’
一
九
四
六
）
の
生
涯

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
五
巻
第
三
号

平
成
十
一
年
十
二
月
二
十
日
発
行

、

４
林
晶

平
成
十
一
年
六
月
八
日
受
付

平
成
十
一
年
九
月
十
八
日
受
理



住
田
は
明
治
十
一
年
二
八
七
八
）
三
月
二
十
七
日
兵
庫
県
津
名
郡
江
井
村
垂
井
（
現
一
宮
町
江
井
）
に
（
図
１
）
、
父
正
賢
、
母
き
い
の
四

男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
住
田
家
は
代
々
回
船
問
屋
を
営
み
、
財
を
な
し
た
。
家
長
は
金
作
の
名
を
冠
し
て
名
乗
り
、
父
正
賢
は
八
代
目
金
作

で
あ
る
（
図
２
）
。
母
は
別
所
家
の
出
自
で
あ
り
、
遠
く
は
天
正
年
間
播
磨
三
木
城
の
城
主
で
あ
っ
た
、
別
所
長
治
（
永
禄
元
年
、
一
五
五
八
？

（
１
）

１
１
天
正
八
年
、
一
五
八
○
）
に
遡
れ
る
。
因
に
住
田
家
と
別
所
家
の
菩
提
寺
は
同
じ
江
井
の
法
華
寺
で
あ
る
（
図
３
）
。
ま
た
今
回
判
明
し
た
こ

９９⑭
と
で
あ
る
が
、
後
年
東
大
整
形
外
科
の
第
三
代
教
授
と
な
っ
た
、
三
木
威
勇
治
の
祖
先
を
辿
る
と
、
住
田
家
と
関
係
を
も
っ
て
い
る
（
図
４
）
。

号
す
な
わ
ち
、
別
所
長
治
の
弟
治
定
は
三
木
家
の
養
子
と
な
り
、
黒
田
如
水
の
妹
を
要
っ
た
。
こ
の
末
喬
医
師
三
木
滝
治
が
福
岡
県
遠
賀
郡
岡

４

（
２
）

舞
垣
町
手
野
に
開
業
し
、
威
勇
治
が
生
ま
れ
る
。
誠
に
不
思
議
な
縁
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

５認
住
田
正
雄
の
次
々
弟
（
六
男
）
正
昭
が
大
正
六
年
か
ら
一
年
間
、
甥
別
所
正
恭
も
大
正
九
年
か
ら
六
年
間
整
形
外
科
医
と
し
て
、
九
大
時
代

誌
の
住
田
整
形
外
科
教
室
に
入
局
し
て
い
る
。

雑響
住
田
は
明
治
二
十
九
年
大
阪
尋
常
中
学
校
（
現
北
野
高
校
）
、
同
三
十
一
年
第
五
高
等
学
校
を
卒
業
後
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
入
学
、

椎
明
治
三
十
五
年
（
一
九
○
三
に
卒
業
し
て
い
る
。
医
籍
登
録
番
号
は
一
六
九
○
二
一
号
で
あ
る
。
直
ち
に
大
学
院
に
進
学
、
外
科
学
一
般
を
佐

日
藤
三
吉
教
授
の
も
と
で
学
ん
だ
。
助
手
に
な
っ
た
の
は
同
三
十
七
年
五
月
で
あ
る
。
こ
の
一
時
期
、
後
に
東
大
整
形
外
科
初
代
教
授
と
な
る

田
代
義
徳
に
実
際
的
な
指
導
を
受
け
て
い
る
。
同
三
十
九
年
八
月
十
七
日
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
助
教
授
に
任
命
さ
れ
て
、
福
岡
に

564

赴
任
す
る
こ
と
に
な
る
。

東
大
時
代
の
論
文
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

最
初
の
論
文
は
、

「
稀
有
ナ
ル
脊
椎
破
裂
症
ノ
ー
例
、
神
経
学
雑
誌
、
三
（
五
）
、
一
八
五
’
二
○
九
、
明
治
三
十
七
年
」

九
大
赴
任
ま
で
の
経
歴
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で
あ
る
。
こ
脂

報
告
で
あ
る
。

な
ど
が
あ
る
。

一
、
乳
腺
結
核
二
就
テ
、
医
学
中
央
雑
誌
、
三
（
一
）
、
四
’
十
五
、
明
治
三
十
八
年

二
、
肩
胖
骨
骨
髄
炎
及
ビ
抽
出
後
ノ
再
生
セ
シ
ニ
例
二
就
テ
、
同
前
誌
、
四
（
二
、
九
’
二
二
、
明
治
三
十
九
年

三
、
転
移
性
甲
状
腺
腫
一
一
就
テ
、
同
前
誌
、
二
二
’
三
七
、
同
年

四
、
多
発
性
軟
性
繊
維
腫
二
就
テ
、
医
事
新
聞
、
七
○
八
号
、
五
九
三
’
五
九
四
、
明
治
三
十
九
年

そ
の
他
の
論
文
で
は
、

回画 金作正賢(第八代）きぬ

Tこ
れ
は
第
四
’
五
胸
椎
間
に
み
ら
れ
た
髄
膜
腫
を
、
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
に
よ
る
全
身
麻
酔
下
に
全
摘
し
後
遺
症
な
く
治
癒
で
き
た

11

女女
1 1

男女

11

男男

（第九代）

松江-｢一匪日伊藤太
｝匝莚壷］

男女女男

図2住田家の家系。別所家と連なる

、

蒲

図3真言宗平見山法華山門

別所家と三木家との系譜

‐

妹 黒 田 如 水

(三木）治定（別所）長治

1

1

(別所）きい三木滝治

’
三木威勇治住田正雄

図4住田家、別所家、三木家の関係
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京
都
帝
大
福
岡
医
科
大
学
に
は
前
述
の
よ
う
に
、
助
教
授
と
し
て
赴
任
し
、
外
科
学
第
二
講
座
の
分
担
を
命
じ
ら
れ
た
。

こ
れ
は
次
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。
福
岡
県
立
病
院
か
ら
発
展
し
て
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
○
三
）
三
月
二
十
四
日
京
都
帝
国
大
学
福
岡

医
科
大
学
が
設
置
さ
れ
、
一
つ
の
外
科
学
講
座
が
当
初
よ
り
存
在
し
た
。
こ
の
初
代
教
授
は
福
岡
県
立
病
院
院
長
兼
外
科
部
長
の
大
森
治
豊

で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
七
年
五
月
外
科
学
講
座
は
第
一
と
第
二
に
分
離
し
、
第
二
講
座
の
担
任
と
し
て
三
宅
速
教
授
が
新
任
さ
れ
た
。
同
三

十
九
年
五
月
大
森
教
授
の
事
情
で
、
三
宅
教
授
が
第
一
講
座
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
第
二
講
座
担
当
が
空
席
に
な
っ
た
。
第
二
講
座
担

（
３
）

当
の
教
授
と
し
て
、
中
山
森
彦
が
同
四
十
年
九
月
命
じ
ら
れ
る
ま
で
、
住
田
が
分
担
し
た
わ
け
で
あ
る
。

三
宅
速
は
整
形
外
科
講
座
が
東
大
、
京
大
に
す
で
に
存
在
し
、
九
大
に
も
逸
早
く
開
設
を
熱
望
し
、
担
当
者
の
選
定
を
東
大
外
科
の
佐
藤

三
吉
、
近
藤
繁
次
両
教
授
に
打
診
し
て
い
た
と
い
う
。
住
田
は
将
来
の
整
形
外
科
学
担
当
予
定
者
と
し
て
赴
任
し
た
の
で
あ
る
。

住
田
は
明
治
四
十
一
年
九
月
、
文
部
省
よ
り
約
三
年
間
整
形
外
科
学
研
究
の
た
め
、
ド
イ
ツ
に
留
学
を
命
じ
ら
れ
出
発
し
た
。

彼
は
同
四
十
五
年
六
月
帰
朝
す
る
が
、
滞
独
中
の
同
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）
五
月
二
十
四
日
に
す
で
に
整
形
外
科
講
座
は
開
設
さ
れ
、
三

宅
、
中
山
両
教
授
が
分
担
し
て
い
た
。

ド
イ
ツ
で
は
最
初
に
の
。
昌
侭
①
己
の
【
四
昌
冒
四
目
〕
教
授
の
も
と
で
、
人
体
奇
形
学
、
骨
の
病
理
学
を
学
び
、
９
①
房
乏
興
国
で
は
国
目
目
教

授
の
手
術
を
精
力
的
に
見
学
し
、
甲
、
ロ
寓
匡
風
で
は
目
冒
四
自
国
教
授
か
ら
Ｘ
線
診
断
学
を
、
さ
ら
に
当
時
先
天
性
股
関
節
脱
臼
の
徒
手
整
復

九
大
に
赴
任
後
、
東
大
時
代
の
業
績
を
発
表
し
た
も
の
に
、

「
炎
症
性
原
地
二
発
生
ス
ル
四
肢
ノ
原
発
性
癌
腫
二
就
イ
テ
（
其
発
生
二
関
ス
ル
知
識
補
遺
）
、
日
外
会
誌
、
六
、
一
’
四
三
、
明
治
三
十
九
年
」

が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
課
題
を
み
る
と
、
外
科
関
係
よ
り
も
整
形
外
科
関
係
の
も
の
が
や
や
多
い
。

九
大
時
代
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百
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
論
文
で
あ
る
。
胎
児
標
本
を
基
礎
に
し
た
研
究
で
、
従
来
軟
骨
形
成
不
全
症
と
骨
形
成
不
全
症
が
胎
児
性
く
る
病

（
ざ
菌
房
幻
月
言
房
）
の
名
の
も
と
に
混
同
さ
れ
て
い
た
の
を
、
は
っ
き
り
と
別
の
疾
患
で
あ
る
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

い
巨
吋
甸
国
胴
①
Ｑ
国
国
の
①
国
吋
①
四
胃
ざ
ご
穴
四
弄
彦
、
言
い
閏
⑦
①
弓
①
す
の
ゞ
ヨ
号
①
の
○
国
・
①
時
の
Ｑ
①
の
【
国
○
９
５
己
の
》
ぐ
弓
の
壷
○
言
シ
月
ゴ
ロ
四
号
○
Ｐ
邑
昌

も
ご
凶
邑
匡
冒
巨
＆
ゞ
邑
房
圏
？
誤
興
こ
ぢ

骨
内
に
お
け
る
鉄
は
カ
ル
シ
ウ
ム
と
同
様
支
柱
や
弾
性
を
与
え
る
機
能
を
持
ち
、
内
軟
骨
骨
化
の
場
所
に
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
カ
ル
シ

ウ
ム
沈
着
の
前
に
出
現
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
成
人
や
死
体
な
ど
で
は
小
児
よ
り
少
な
い
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

昭
和
十
年
序
言
㈱
侭
に
留
学
中
で
あ
っ
た
天
児
民
和
は
、
当
時
ま
だ
現
職
で
あ
っ
た
、
顧
旨
教
授
を
訪
問
し
た
と
き
、
臨
床
講
義
に
誘
わ

れ
た
。
顧
旨
は
列
席
者
に
向
か
っ
て
「
こ
こ
に
紹
介
す
る
天
児
は
、
二
十
五
年
前
私
の
と
こ
ろ
で
研
究
に
没
頭
し
た
住
田
と
同
じ
教
室
の
出

身
者
で
あ
る
。
住
田
の
研
究
態
度
は
真
筆
で
、
そ
の
成
果
も
後
世
に
残
る
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
紹
介
さ
れ
、
こ
れ
ほ
ど
晴
れ
が
ま
し

（
５
）

く
感
激
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
で
の
研
究
成
果
は
次
々
と
ド
イ
ツ
の
学
術
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
に
は
以
下
の
よ
う
な
論
文
が
あ
る
。

因
①
詳
愚
”
①
圃
匡
吋
伊
①
言
①
く
○
ご
Ｑ
①
『
○
弓
○
ご
号
○
・
房
茸
○
℃
三
四
ざ
①
国
一
耐
（
【
、
員
目
習
冒
）
巨
口
Ｑ
Ｏ
の
扇
○
ぬ
の
ロ
①
の
尉
畳
目
口
①
風
①
Ｏ
Ｓ
（
く
副
○
三
ハ
）
・
昌
詳

ご
①
の
白
昼
①
周
の
埼
配
①
尉
画
の
穴
、
旨
耳
匡
邑
、
Ｑ
①
禺
四
ご
胃
○
ョ
厨
の
茸
①
ロ
Ｅ
己
匡
言
尉
の
面
四
〕
ロ
罵
吋
禺
具
国
匡
国
狗
邑
○
路
》
ロ
⑦
具
の
、
壹
閏
○
三
吋
》
弓
男
干
匡
Ｐ

大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

所
へ
見
学
に
訪
れ
て
い
た
。

と
固
定
法
を
考
案
し
、
一
世
を
風
摩
し
て
い
た
言
国
〕
の
冒
局
①
目
教
授
の
も
と
で
つ
ぶ
さ
に
こ
の
方
法
を
み
て
い
る
。
当
時
こ
の
脱
臼
は
わ

が
国
で
は
稀
で
症
例
報
告
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
が
、
住
田
を
含
め
て
整
形
外
科
に
関
心
の
あ
る
わ
が
国
か
ら
の
留
学
者
は
、
冒
吊
目
の

」
②
」
つ

（
４
）

し
か
し
、
後
年
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
た
関
節
授
動
術
の
基
礎
実
験
を
、
序
言
い
侭
の
帛
函
冑
教
授
の
下
で
約
二
年
間
行
っ
た
の
が
最
も
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Ｎ
昌
伊
①
胃
①
ぐ
○
ご
号
己
の
○
ぬ
①
ロ
四
国
貝
の
国
甸
時
①
匡
邑
８
８
①
ご
冒
目
冒
腎
①
ご
弓
壷
○
国
×
四
国
○
冒
四
扁
邑
》
ロ
の
胃
の
９
Ｎ
○
三
局
》
巨
穿
お
山
雪
ゞ
邑
匡

こ
れ
も
百
ペ
ー
ジ
を
超
す
大
著
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
肺
結
核
、
肺
気
腫
な
ど
は
胸
廓
異
常
に
起
因
す
る
疾
患
だ
と
い
わ
れ
て
い
た
。
と
く

に
”
２
目
は
肋
軟
骨
と
骨
の
境
界
部
に
石
灰
化
異
常
と
そ
れ
に
成
長
障
害
が
加
わ
る
と
、
弾
力
性
が
な
く
な
り
、
こ
れ
ら
の
疾
患
に
な
り
易

い
と
考
え
た
。
そ
し
て
第
一
肋
骨
の
切
除
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
住
田
は
組
織
学
的
お
よ
び
肉
眼
的
に
、
上
記
の
境
界
部
の
変
化
は
加

齢
現
象
と
し
て
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
病
的
な
も
の
は
む
し
ろ
肺
側
の
問
題
で
あ
る
と
結
論
し
た
。

こ
ず
臼
‐
＆
①
自
侭
①
亘
旨
弓
の
、
①
Ｑ
①
ロ
日
ロ
ぬ
く
ｇ
〕
印
の
冨
巨
Ｑ
Ｒ
辱
め
①
弓
ぐ
①
禺
讐
ａ
①
計
匡
邑
”
①
。
ご
①
一
○
壷
Ｏ
ｐ
Ｑ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
く
の
茸
○
℃
宮
四
さ
曾
巴
一
の
巨
ご
旦
○
の
扇
○
ぬ
①
。
①
望
の

昌
日
胃
臥
①
Ｃ
ｓ
》
甘
言
ず
匡
の
面
尻
旨
月
忌
①
旨
く
、
画
砕
ｇ
ｌ
藍
）
己
巨

冨
月
言
言
は
骨
形
成
不
全
症
と
軟
骨
形
成
不
全
症
は
新
生
児
ク
レ
チ
ン
病
と
考
え
て
い
た
。
前
述
の
論
文
で
み
た
よ
う
に
、
こ
の
両
疾
患

は
全
く
別
の
独
立
し
た
も
の
と
【
騨
昌
自
画
旨
〕
》
く
Ｈ
Ｃ
員
は
結
論
し
た
。
ク
レ
チ
ン
病
を
除
外
す
る
意
味
も
あ
っ
て
、
甲
状
腺
の
検
索
を
行
っ

た
。
両
疾
患
各
三
例
と
正
常
死
体
標
本
の
甲
状
腺
を
組
織
学
的
に
調
べ
た
結
果
、
や
は
り
何
ら
特
別
な
差
異
は
な
く
、
甲
状
腺
と
両
形
成
不

全
症
と
の
間
に
は
関
係
が
な
い
と
結
論
し
た
。

以
上
四
篇
は
い
ず
れ
も
⑦
α
昌
侭
の
ロ
の
【
四
貝
昌
四
口
目
教
授
の
も
と
で
の
研
究
で
あ
る
・
こ
れ
ら
の
研
究
は
帰
国
し
て
か
ら
も
わ
が
国
で
追

試
さ
れ
、
数
篇
の
論
文
が
新
た
に
言
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
住
田
が
最
も
心
血
を
注
い
だ
の
は
関
節
授
動
術
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
当
時
わ
が
国
で
は
化
膿
や
淋
病
に
よ
る
関
節
炎
後
の
強

直
や
拘
縮
が
か
な
り
の
頻
度
で
あ
り
、
良
肢
位
で
の
不
動
性
で
あ
れ
ば
こ
れ
が
無
痛
性
と
支
持
性
を
も
っ
て
の
最
良
の
治
療
結
果
で
あ
っ
た
。

欧
米
で
も
こ
れ
ら
の
不
動
関
節
に
可
動
性
を
与
え
る
の
は
、
関
節
外
科
の
大
き
な
夢
の
あ
る
命
題
で
あ
っ
た
。

住
田
が
師
事
し
た
固
弓
冒
思
冑
（
扇
己
‐
乞
念
）
も
ド
イ
ツ
に
お
け
る
先
駆
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
単
な
る
関
節
端
切
除
で
は
再
癒
合
が
発

生
す
る
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
て
、
切
除
端
に
中
間
挿
入
物
を
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
思
冑
は
骨
膜
を
使
用
し
て
失
敗
し
た
。
そ
こ

で
ア
メ
リ
カ
の
］
由
．
巨
匡
ｇ
耳
（
勗
弓
‐
こ
こ
が
す
で
に
試
み
て
い
た
有
茎
自
家
筋
膜
挿
入
に
ヒ
ン
ト
を
え
て
、
成
犬
を
用
い
て
実
験
を
開
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始
し

、

ノー
プーァ

0

方
法
は
膝
外
側
の
脂
肪
組
織
を
付
け
た
有
茎
筋
膜
片
で
関
節
端
を
被
覆
し
た
。
そ
の
結
果
関
節
端
に
は
小
さ
な
滑
液
包
様
の
空
隙
が
多
数

発
生
し
た
の
で
あ
る
。
後
に
こ
の
小
空
隙
が
大
き
な
関
節
腔
を
形
成
す
る
。
こ
の
発
生
に
有
効
で
あ
っ
た
の
は
関
節
運
動
に
よ
る
引
っ
張
り
、

充
血
な
ど
の
機
械
的
刺
激
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
関
節
可
動
性
が
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
小
さ
な
滑
液
包
様
の
発
生
は
実
に
住
田

に
よ
っ
て
最
初
に
見
い
出
さ
れ
た
知
見
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
下
記
の
独
文
に
よ
っ
て
い
ち
早
く
発
表
さ
れ
た
。

国
×
Ｒ
民
冒
の
具
①
扁
国
①
胃
侭
①
圃
員
目
の
国
庁
茸
ｇ
三
○
豆
］
国
討
昌
侭
曽
詩
甦
○
の
買
閏
の
①
一
①
具
の
１
国
己
の
匡
目
の
ｇ
①
匡
乱
三
の
８
一
○
四
ｍ
ｇ
①

、
冒
昌
①
口
ず
円
、
①
巽
昌
①
一
席
三
国
の
ご
号
①
筐
四
で
ロ
の
ロ
の
目
匿
い
閏
宮
口
ｍ
言
①
〆
で
①
ロ
ョ
①
具
①
二
ぐ
①
３
口
①
訂
の
①
一
①
己
〈
①
ゞ
シ
月
』
〕
匡
旨
○
三
門
〉
や
諄
計
印

、
庁
匡
二
局
三

ｍ
昌
切
当
」
や
昌
画

明
治
四
十
五
年
二
九
二
一
）
七
月
十
七
日
付
け
で
、

整
形
外
科
學
敢
授

な

陥
拶
″
窄
匝

住田正雄（大正2年九大医学部卒

業生アルバムより）明治末年の撮

影で30歳代の後半と考えられ

る。横は署名

図5

（
６
）

住
田
は
九
州
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
（
整
形
外
科
学
講
座
担
当
）
に
任
命
さ
れ
た
。

満
三
十
四
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
（
図
５
）
。

整
形
外
科
の
外
来
診
療
は
大
正
二
年
二
九
一
三
）
一
月
十
五
日
よ
り
開
始
さ
れ

た
。
し
か
し
、
教
室
と
は
名
ば
か
り
で
、
最
初
は
旧
病
棟
の
二
室
し
か
な
く
、
医
局

（
７
）

貝
も
三
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
ど
の
教
室
、
講
座
で
も
草
創
期
に
味
わ
う
苦

労
と
悲
哀
で
あ
っ
て
、
取
り
立
て
て
述
べ
る
こ
と
で
も
な
い
（
図
６
）
。
し
か
し
、
入

院
病
棟
は
な
く
総
長
の
正
式
許
可
の
も
と
に
、
市
内
の
私
立
三
病
院
に
患
者
を
収
容

し
治
療
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
大
学
内
の
病
床
は
大
正
三
年
四
月
よ
り
三
十
床
が

割
り
当
て
ら
れ
、
大
正
五
年
九
月
に
五
十
五
床
と
な
る
ま
で
こ
の
臨
時
の
措
置
は
公

式
に
継
続
し
た
。
大
正
二
年
度
の
外
来
新
患
数
は
一
、
○
六
七
名
、
再
来
数
七
、
二

一
三
名
と
な
り
、
こ
の
病
床
数
で
は
入
院
治
療
を
要
す
る
患
者
の
需
要
を
満
た
す
こ
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図6大正初期の九大整形外科職員。前列の医局員は左から三隅、溝口、住田、

内藤、藤木の各氏

住
田
は
早
く
も
大
正
三
年
二
九
一
四
）
の
第
十
三
回
日
本
外
科

学
会
総
会
で
、
宿
題
報
告
「
関
節
結
核
」
を
担
当
し
た
。
こ
の
中

で
彼
は
次
の
よ
う
な
治
療
方
針
を
勧
め
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
一
般
的
に
年
少
者
に
対
し
て
は
と
く
に
著
明
な
変

化
が
あ
る
も
の
以
外
は
、
保
存
的
治
療
を
試
み
、
効
果
が
な
け
れ

ば
時
機
を
失
す
る
こ
と
な
く
手
術
的
治
療
に
移
行
す
べ
き
で
あ

る
。
成
人
で
は
軽
度
な
も
の
は
保
存
的
に
、
そ
の
ほ
か
で
は
手
術

的
治
療
の
ほ
か
は
な
い
。
手
術
で
は
適
応
を
厳
重
に
考
慮
し
て
、

単
な
る
定
型
的
切
除
で
は
な
く
非
定
型
的
手
術
（
滑
膜
切
除
と
の
み

あ
る
い
は
鋭
匙
に
よ
る
病
巣
切
除
）
が
よ
い
。

こ
れ
は
後
に
十
年
間
の
合
計
一
、
二
四
例
の
報
告
で
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。

「
浅
田
為
義
、
伊
藤
久
治
、
関
節
結
核
ノ
療
法
二
就
テ
、
我
ガ
教

室
十
年
間
二
於
ケ
ル
其
治
療
成
績
、
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
整
形

外
科
教
室
開
講
十
周
年
記
念
論
文
集
、
五
九
九
’
六
八
九
、
日
新

と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
後
に
住
田
の
将
来
を
ゆ
る

が
す
失
脚
の
遠
因
と
な
る
の
で
あ
る
。

九
大
時
代
の
業
績
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医
学
社
、
大
正
十
三
年
」

「
藤
木
広
、
股
関
節
結
核
ノ
成
因

同
上
論
文
集
、
六
九
一
’
七
八
二
」

滞
独
時
代
か
ら
の
関
節
授
動
術
の
研
究
は
、
そ
の
後
も
精
力
的
に
す
す
め
、
日
本
外
科
学
会
誌
を
中
心
に
し
た
発
表
が
相
次
い
だ
。
こ
れ

を
主
題
に
し
た
論
文
は
十
七
篇
を
数
え
る
が
、
集
大
成
と
し
て
は
、

「
強
直
関
節
手
術
的
治
療
法
論
、
同
上
集
、
七
八
三
’
九
三
七
」

が
あ
る
。
要
旨
は
三
百
例
の
自
験
例
か
ら
中
間
挿
入
膜
と
し
て
は
遊
離
大
腿
筋
膜
弁
が
最
良
で
あ
る
こ
と
、
手
技
の
巧
拙
は
も
ち
ろ
ん
、

弁
中
に
起
こ
る
滑
液
包
様
の
造
成
が
成
績
を
左
右
す
る
こ
と
な
ど
を
結
論
と
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
の
研
究
と
し
て
は
、
嗣
画
具
冒
四
自
己
教
室
で
の
研
究
を
引
き
継
い
だ
先
天
性
骨
系
統
疾
患
に
つ
い
て
の
も
の
が
あ
る
。
「
四
肢
ノ
奇

形
二
就
テ
及
其
分
類
法
」
、
「
肢
骨
奇
形
二
於
ケ
ル
興
味
ア
ル
成
形
手
術
」
「
洙
儒
ノ
種
類
二
就
テ
」
、
「
オ
ス
テ
オ
ゲ
ネ
ー
ジ
ス
・
イ
ン
パ
ー
フ

ェ
ク
タ
ノ
歯
牙
ノ
変
化
二
就
テ
」
な
ど
多
数
の
発
表
が
あ
る
。

骨
移
植
は
現
在
で
も
問
題
は
解
決
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
大
正
三
年
の
第
十
五
回
日
本
外
科
学
会
で
「
興
味
ア
ル
骨
移
植
術
ノ
実

「
内
藤
三
郎
、
別
所

カ
リ
エ
巣
患
者
八
、
一

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

の
膨
大
な
基
礎
を
含
め
た
研
究
が
あ
る
。

ま
た
、
第
二
十
六
回
総
会
（
大
正
十
四
年
）
で
は
「
脊
椎
カ
リ
エ
ス
」
を
宿
題
報
告
し
た
。
こ
れ
は
八
年
間
の
八
、
六
五
三
例
と
い
う
驚
く

べ
き
例
数
の
診
断
、
治
療
に
つ
い
て
述
べ
た
本
邦
初
の
組
織
的
な
総
説
で
あ
る
。
こ
の
詳
細
は
、

「
内
藤
三
郎
、
別
所
正
恭
、
大
正
二
年
一
月
ョ
リ
大
正
十
年
一
月
一
一
至
ル
満
八
年
間
二
我
ガ
九
州
帝
国
大
学
整
形
外
科
教
室
二
来
レ
ル
脊
椎

カ
リ
エ
巣
患
者
八
、
六
四
一
例
の
統
計
的
観
察
、
同
上
論
文
集
、
七
’
一
五
こ

股
関
節
単
独
に
つ
い
て
は
、

「
藤
木
広
、
股
関
節
結
核
ノ
成
因
二
関
ス
ル
知
識
ノ
追
加
、
特
二
種
々
ノ
年
齢
一
一
於
ケ
ル
股
関
節
体
各
部
ノ
解
剖
学
的
相
互
関
係
二
就
テ
、
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住
田
は
整
形
外
科
の
在
り
方
と
し
て
、
関
節
外
科
学
、
生
体
力
学
、
奇
形
学
が
基
本
で
あ
る
べ
き
と
す
る
、
当
時
と
し
て
は
先
見
性
の
あ

る
信
念
を
も
っ
て
い
た
。
教
室
の
動
向
の
中
で
こ
の
三
者
が
常
に
追
及
さ
れ
て
い
る
の
に
気
が
つ
く
。

例
え
ば
、
生
体
力
学
の
知
識
は
現
在
で
も
整
形
外
科
の
治
療
の
中
で
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
種
々
の
骨
切
り
術
の
基
本
で
あ
る
し
、

ｊ
近
来
目
覚
ま
し
い
発
達
を
み
せ
て
い
る
人
工
関
節
手
術
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
教
室
と
工
学
部
と
の
共
同
研
究
が
す
で
に
行
わ
れ

９９叩
て
い
る
の
は
、
信
念
の
現
わ
れ
と
し
て
も
、
さ
ら
に
先
見
性
か
ら
み
て
も
卓
越
し
た
業
績
で
あ
る
。

喝
「
伊
藤
久
治
、
力
学
上
ヨ
リ
観
ダ
ル
脊
柱
生
理
的
篝
曲
作
用
及
脊
柱
各
面
二
於
ケ
ル
中
心
横
軸
竝
二
中
心
縦
軸
二
対
ス
ル
慣
性
能
率
ノ
比
較

華
研
究
同
上
論
文
集
、
一
五
三
’
一
九
六
」

５錘
「
伊
藤
久
治
、
脊
柱
椎
間
関
節
軟
骨
ト
靱
帯
ト
ー
於
ケ
ル
相
互
相
反
ス
ル
潜
伏
応
力
二
就
テ
、
同
上
論
文
集
、
一
九
七
’
一
二
四
」

誌
こ
れ
ら
研
究
か
ら
自
家
の
脊
柱
弩
曲
測
定
器
を
考
案
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
器
具
は
教
室
付
属
の
工
作
所
を
設
け
、
制
作
に
あ
た
ら
せ

雑》
た
。
こ
の
工
作
所
は
戦
後
ま
で
続
き
、
多
く
の
九
大
独
自
の
装
具
、
器
械
類
を
作
製
し
た
。

罐
骨
折
、
腱
損
傷
に
つ
い
て
の
臨
床
、
基
礎
研
究
も
み
ら
れ
る
。

日
住
田
の
手
術
技
術
は
多
く
の
人
達
が
賞
賛
し
て
い
る
。
大
正
五
年
の
第
十
五
回
日
本
外
科
学
会
の
と
き
、
要
望
に
応
え
て
、
東
大
医
学
部

佐
藤
外
科
手
術
室
で
関
節
授
動
術
の
実
際
を
供
覧
し
て
い
る
が
、
流
れ
る
よ
う
な
澱
み
の
な
い
手
術
手
技
に
見
学
者
は
み
な
感
嘆
し
た

わ
が
国
で
も
外
科
学
会
よ
り
分
離
し
て
、
整
形
外
科
学
会
設
立
の
気
運
が
生
じ
た
。
東
大
名
誉
教
授
田
代
義
徳
を
中
心
に
話
が
進
め
ら
れ

て
、
住
田
に
も
相
談
が
あ
っ
た
と
き
彼
は
こ
の
動
き
に
反
対
し
た
。
外
科
学
の
歴
史
を
回
顧
し
て
も
骨
関
節
外
科
を
も
っ
て
始
ま
り
、
内
臓

外
科
な
ど
は
そ
の
後
に
付
随
し
て
発
達
し
た
一
分
科
で
あ
る
。
整
形
外
科
こ
そ
外
科
学
会
の
大
道
を
歩
む
べ
き
で
あ
る
と
の
信
念
を
変
え
な

（
６
）
（
７
）

シ
」
い
声
つ
０

験
」
と
題
し
て
報
牛

追
加
論
文
を
み
る
。

と
題
し
て
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
は
小
さ
く
て
も
骨
の
全
成
分
を
移
植
し
た
方
が
良
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
六
篇
の
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人
物
像
そ
の
ほ
か

（
【
ｊ
）

１
講
座
創
設
当
時
か
ら
医
局
員
で
あ
っ
た
藤
木
廣
の
回
顧
談
に
よ
れ
ば
、
教
授
室
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
ビ
ス
マ
ル
ク
、
伊
藤
博
文
の
肖
像
が

９９凶
あ
り
、
彼
等
の
不
滅
の
業
績
を
賞
賛
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
壁
に
は
恩
師
佐
藤
三
吉
、
【
鼬
旦
ョ
自
国
〕
顧
買
の
肖
像
画
が
か
け
ら
れ
て

号
い
た
。
強
い
意
志
の
持
ち
主
と
恩
師
に
た
い
す
る
尊
敬
の
念
が
厚
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

４鐸
創
業
の
困
難
を
新
入
局
員
に
は
話
し
、
戒
め
と
し
て
「
学
問
は
登
山
と
同
じ
で
あ
る
。
先
ず
体
を
頂
上
に
向
け
て
、
足
元
を
し
っ
か
り
と

５熱
固
め
る
。
歩
き
始
め
た
ら
上
を
見
て
は
な
ら
ぬ
。
疲
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
下
も
見
て
は
な
ら
ぬ
。
高
慢
に
な
り
易
い
。
横
を
眺
め
て
も
な
ら

誌
ぬ
。
谷
が
あ
っ
て
目
が
回
る
。
一
歩
一
歩
、
歩
む
の
み
で
あ
る
。
」
と
訓
示
し
た
。
当
時
の
三
十
歳
台
の
教
授
の
意
気
込
み
が
伺
え
る
。

雑
（
９
）

学
田
代
義
徳
は
「
九
州
大
学
の
如
き
は
馬
鹿
に
病
人
が
集
ま
る
所
で
あ
る
。
他
に
競
争
者
が
無
い
と
同
時
に
満
州
、
台
湾
、
上
海
と
か
か
ら

史権
集
ま
っ
て
く
る
。
私
は
九
州
大
学
の
方
が
東
京
大
学
よ
り
総
て
の
学
科
に
お
い
て
、
マ
テ
リ
ァ
ル
が
多
い
と
思
う
。
（
中
略
）
そ
う
い
う
地
の

日
利
を
得
た
為
も
あ
ろ
う
が
、
そ
の
上
住
田
君
の
努
力
も
あ
っ
て
沢
山
の
病
人
が
き
た
。
今
後
神
中
君
が
や
っ
て
も
病
人
が
く
る
。
そ
れ
か
ら

整
形
外
科
と
看
板
を
掲
げ
て
い
る
の
が
多
い
。
関
東
や
東
北
に
は
整
形
外
科
と
い
う
看
板
を
見
な
い
。
…
．
：
」
と
述
べ
て
い
る
。
福
岡
で
い

か
に
整
形
外
科
へ
の
理
解
が
え
ら
れ
て
い
た
か
が
窺
え
る
。

（
Ⅲ
）

井
関
九
郎
は
「
博
士
人
物
」
で
住
田
を
評
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
運
動
好
に
し
て
、
諸
種
の
戸
外
競
技
、
殊
に
ボ
ー
ト
、
水
泳

な
ど
を
好
み
、
学
生
時
代
は
其
の
技
の
選
手
た
り
。
今
は
盆
栽
を
業
余
の
趣
味
と
す
。
ま
た
文
学
に
嗜
み
深
く
、
淡
江
漁
夫
の
号
あ
り
。
賦

性
敦
厚
に
し
て
質
朴
の
風
を
具
え
、
人
格
陶
冶
の
学
府
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
人
格
者
と
し
て
尊
敬
す
べ
き
な
り
」
、
と
あ
る
。

か
つ
た
。
後
に
大
阪
で
の
開
業
時
代
も
活
蒔

月
三
日
東
京
で
田
代
義
徳
を
会
長
と
し
て
、

（
８
）

と
し
て
参
加
し
た
。

後
に
大
阪
で
の
開
業
時
代
も
活
躍
の
舞
台
は
、
外
科
学
会
で
あ
っ
た
。
因
に
日
本
整
形
外
科
学
会
は
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
四

京
で
田
代
義
徳
を
会
長
と
し
て
、
第
一
回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
準
備
委
員
会
や
総
会
の
と
き
、
九
大
か
ら
は
鈴
木
諒
爾
が
幹
事



帳
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
七
月
十
八
日
の
福
岡
日
日
新
聞
は
第
一
面
に
大
き
く
「
九
大
病
院
に
黒
い
手
が
伸
ぶ
」
の
見
出
し
で
、
福
岡
県

鐸
錘
一
一
一
言
が
医
学
部
前
の
旅
館
の
捜
査
を
行
っ
た
こ
と
を
報
道
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
特
診
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

（
皿
）

５認
発
端
は
患
者
の
投
書
に
よ
る
告
発
で
、
特
別
扱
い
を
希
望
す
る
患
者
と
こ
れ
に
応
じ
る
大
学
医
師
が
存
在
し
、
か
な
り
の
金
品
の
や
り
と

誌
り
が
あ
る
と
の
内
容
で
あ
っ
た
。
県
警
は
以
前
か
ら
こ
れ
を
探
知
し
て
い
た
。
患
者
の
便
宜
を
計
る
ば
か
り
か
、
積
極
的
に
患
者
を
大
学
近

雑響
辺
の
旅
館
に
勧
誘
す
る
も
の
ま
で
出
現
す
る
事
実
を
つ
か
ん
だ
。
最
初
に
旅
館
の
経
営
者
が
取
り
調
べ
を
受
け
、
家
宅
捜
索
も
行
わ
れ
拘
引

権
さ
れ
た
。
さ
ら
に
国
鉄
駅
か
ら
出
る
人
力
車
の
車
夫
ま
で
が
尋
問
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
連
日
新
聞
紙
上
は
こ
の
事
件
を
報
道
し
続
け
た
。

日
前
述
の
よ
う
に
整
形
外
科
に
関
し
て
は
市
内
の
三
病
院
が
総
長
の
許
可
を
え
て
患
者
を
収
容
し
て
い
た
。
こ
れ
は
時
に
八
十
か
ら
百
名
に

及
ぶ
患
者
数
と
な
り
、
大
学
か
ら
医
局
員
、
看
護
婦
を
連
れ
て
の
教
授
回
診
や
診
察
道
具
材
料
を
一
緒
に
持
ち
出
し
て
の
診
療
行
為
が
あ
っ

た
の
は
事
実
で
あ
る
。
初
期
に
お
い
て
は
問
題
は
な
か
っ
た
が
、
年
数
が
経
過
し
て
漫
然
と
続
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
患
者
側
の
差
別
意
識

と
と
も
に
不
満
が
爆
発
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
大
学
教
授
は
大
学
勤
務
の
か
た
わ
ら
、
私
的
病
院
や
ベ
ッ
ド
を
持
っ
て
診
療
す
る
の
は
公
式
に
認
め
ら
れ
て
い
て
、
何
ら

妬
問
題
は
な
い
。
逆
に
こ
の
こ
と
が
上
級
医
を
目
指
す
励
み
に
な
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
当
時
、
ョ
１
ロ
ッ
パ
留
学
か
ら
の
帰
朝
者
に
は
、

第45巻第4号(1999)

住
田
は
明
治
四
十
年
二
月
伊
藤
せ
い
と
結
婚
、
男
子
二
名
、
女
子
二
名
の
四
児
を
え
た
。
福
岡
で
の
住
居
は
福
岡
市
須
崎
裏
町
二
十
一
番

（
Ⅱ
）

地
（
現
中
央
区
天
神
五
’
四
’
一
）
で
あ
っ
た
（
図
７
）
。
こ
こ
で
長
男
正
志
を
八
歳
、
長
女
旭
を
四
歳
で
、
次
女
淳
を
一
歳
で
失
う
と
い
う
悲

惨
な
経
験
を
し
て
い
る
。

と
思
っ
た
と
筆
者
に
話
し
て
い
る
。

住
田
の
第
二
外
科
時
代
か
ら
の
教
室
員
で
あ
っ
た
溝
口
喜
六
の
三
男
博
は
、
体
格
の
大
き
な
人
で
威
圧
感
が
あ
り
、
子
供
心
に
大
人
物
だ

い
わ
ゆ
る
九
大
特
診
事
件
に
つ
い
て
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た
。
し
か
し
、
検
察
陣
は
こ
れ
に
満
足
せ
ず
、
新
聞
論
調
も
処
置
に
遺
憾
の
意
を
掲
げ
、
政
党
に
よ
る
論
争
に
ま
で
発
展
し
た
。
憲
政
会
は

独
自
の
委
員
会
を
結
成
し
、
斎
藤
隆
夫
氏
な
ど
は
訴
追
す
べ
き
と
の
主
張
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
政
友
会
、
さ
ら
に
は
水
平
社
も
同
調
し
、

高
位
高
官
で
あ
る
が
故
に
不
起
訴
に
な
っ
た
不
当
性
を
追
及
し
た
。
し
か
し
、
文
部
省
当
局
の
説
明
は
近
世
の
刑
法
は
目
的
主
義
で
あ
っ
て
、

目
的
を
達
成
す
れ
ば
刑
罰
は
与
え
な
い
と
の
見
解
を
と
っ
て
い
た
。

八
月
下
旬
ま
で
こ
の
論
争
は
続
い
た
が
、
結
局
不
起
訴
の
ま
ま
終
焉
し
た
。

筆
者
な
り
に
こ
の
事
件
を
顧
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
要
因
が
重
な
っ
て
発
生
し
た
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、

一
医
学
部
に
常
在
す
る
診
療
の
問
題
、
こ
れ
は
人
間
関
係
が
絡
む
こ
と
、

二
西
欧
の
教
授
が
公
務
と
は
別
の
個
人
用
の
診
療
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、

新
興
の
わ
が
国
に
も
許
さ
れ
て
然
る
べ
き
と
天
衣
無
縫
な
考
え
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

は在
邸
大
学
教
授
の
住
居
お
よ
び
生
活
と
庶
民
と
の
間
の
格
差
が
大
き
過
ぎ
た
こ
と
も
一
因
で
あ

現
士
（
じ

。
博
ろ
う
。

る
明

あ
正
七
月
二
十
八
日
遂
に
二
千
人
が
参
加
し
た
市
民
大
会
が
開
催
さ
れ
、
糾
弾
の
の
ろ
し
が
拡
大

が
戸

れ
城
し
た
。
一
般
市
民
の
怨
嵯
が
如
何
に
大
き
か
っ
た
か
が
わ
か
る
。

離
故

の
身
七
月
三
十
日
整
形
外
科
講
師
が
収
監
さ
れ
、
翌
日
は
住
田
自
身
も
他
の
関
係
教
授
と
も
ど
も

時
出

当
科
直
接
取
り
調
べ
を
受
け
る
に
至
っ
た
。

に
外

地
形
八
月
上
旬
司
法
首
脳
は
司
法
相
官
邸
に
集
合
し
、
特
診
行
為
は
犯
罪
と
し
て
検
挙
す
る
こ
と

同
整大

を
決
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
文
部
省
も
全
国
大
学
に
注
意
を
指
示
す
る
慌
て
方
で
あ
っ
た
。

⑪
九

７
文
部
参
事
官
は
直
接
九
大
を
訪
問
、
岡
田
文
相
も
遂
に
関
係
者
に
辞
職
を
勧
告
し
た
の
で
あ
る
。

図

八
月
十
二
日
、
三
教
授
、
一
講
師
、
一
助
手
が
依
願
免
官
の
形
で
辞
表
を
提
出
、
受
理
さ
れ
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辞
職
後
の
住
田
は
幼
年
時
代
を
過
ご
し
た
大
阪
で
の
生
活
を
考
え
た
。
折
り
よ
く
、
大
阪
市
東
区
北
久
太
郎
町
農
人
橋
西
詰
（
現
中
央
区
船

場
中
央
一
丁
目
一
番
と
同
久
太
郎
町
一
番
に
ま
た
が
る
、
中
央
区
役
所
前
）
に
あ
っ
た
河
野
病
院
が
売
り
に
だ
さ
れ
、
こ
こ
に
「
住
田
外
科
病
院
」

（
略
）
（
脇
）

を
開
設
し
た
（
図
８
）
。
標
傍
は
あ
く
ま
で
も
外
科
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
年
二
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。

開
業
し
て
も
学
問
的
情
熱
は
衰
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
日
本
臨
床
外
科
学
会
が
創
設
さ
れ
た
年
の
発
会
式
で

は
（
三
月
三
十
一
日
）
、
医
局
員
の
左
海
藤
太
郎
、
菊
川
勤
也
氏
に
「
関
節
結
核
二
於
ケ
ル
住
田
博
士
ノ
理
想
的
切
除
術
二
就
テ
」
と
左
海
、
瀬

尾
頁
二
氏
に
「
先
天
性
股
関
節
脱
臼
治
療
二
関
ス
ル
知
見
補
遺
」
を
提
出
さ
せ
、
十
一
月
の
設
立
総
会
で
は
住
田
自
身
が
特
別
講
演
と
し
て

九
大
の
十
四
年
間
、
大
阪
で
の
十
二
年
間
の
合
計
二
十
六
年
に
わ
た
る
経
験
か
ら
次
の
演
説
を
し
て
、
聴
衆
に
感
銘
を
与
え
た
。

「
骨
及
ビ
関
節
ノ
結
核
二
就
テ
、
日
臨
外
誌
、
第
一
巻
、
第
二
号
、
一
○
九
’
一
三
七
、
昭
和
十
二
年
」

雑
誌
の
編
集
後
記
に
は
、
「
住
田
博
士
往
年
ノ
元
気
少
シ
モ
失
セ
ズ
。
オ
弟
子
達
モ
先
生
ヲ
守
ツ
テ
殆
ド
演
壇
二
立
夕
ザ
ル
者
無
キ
有
様
。

三
市
民
奇

四
九
大
（

五
新
聞
組

な
ど
で
あ
る
。

こ
の
と
き
に
は
、
「
脊
椎
脅
曲
変
化
ノ
躯
幹
其
他
ノ
外
形
一
一
及
ボ
ス
影
響
」
、
「
興
味
ア
ル
腹
壁
外
傷
ノ
ー
治
験
例
」
（
左
海
藤
太
共
演
）
、
「
幼

年
期
二
於
ケ
ル
Ｏ
字
脚
ノ
治
療
二
就
テ
（
長
井
忠
、
菊
川
勤
也
）
」
も
同
時
に
発
表
さ
れ
た
。

雑
誌
の
編
集
後
記
に
は
、
「
住
田

外
ノ
見
ル
目
モ
羨
マ
シ
」
と
あ
る
。

（
Ｍ
）

「
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
全
国
の
医
学
部
に
多
少
と
も
存
在
す
る
」
と
い
う
新
聞
論
説
は
、
こ
の
辺
の
事
情
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

大
阪
時
代

市
民
感
情
の
中
に
羨
望
を
含
め
た
医
師
、
大
学
教
授
へ
の
わ
だ
か
ま
り
、
不
満
が
あ
る
こ
と
、

九
大
が
こ
れ
ら
の
感
情
の
ス
ケ
ー
プ
・
ゴ
ー
ト
に
な
さ
れ
た
こ
と
、

新
聞
報
道
、
市
民
大
会
な
ど
を
考
盧
す
る
と
、
底
流
に
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
存
在
し
た
こ
と
、
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一
二
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図8(a)大阪市における住田外科病院の位置(矢印）昭和||年。当時の東区北久太

郎町晨人橋西詰（現在の中央区船場中央｜丁目｜番と同久太郎町｜番にまたが

る)。（長門谷洋治氏提供）

脇
図8(b)現在は高速道路の下で、中央区役所(矢印A)の前に当たる。矢印Bが農

人橋南
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後
た
だ
一
人
残
さ
』

の
人
々
は
絶
え
た
。

し
か
し
、
日
本
整
形
外
科
学
会
へ
の
参
加
、
登
場
は
つ
い
に
な
か
っ
た
。

当
時
を
知
る
人
の
話
で
は
住
田
外
科
病
院
は
門
前
市
を
な
し
、
住
田
の
技
は
賞
賛
の
的
で
あ
っ
た
と
異
口
同
音
に
語
っ
て
い
る
（
図
９
）
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
第
二
の
人
生
に
も
大
き
な
不
幸
が
待
ち
受
け
て
い
た
。
妻
せ
い
が
昭
和
十
九
年
三
月
十
六
日
病
死
し
、
そ
の
一
年

た
だ
一
人
残
さ
れ
た
次
男
正
樹
が
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
日
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
ル
ソ
ン
島
に
お
い
て
戦
死
し
た
。
こ
れ
で
住
田
正
雄
直
系

（
Ⅳ
）
（
鴫
）

こ
れ
に
追
い
う
ち
を
か
け
た
の
は
、
昭
和
二
十
年
六
月
一
日
の
大
阪
大
空
襲
に
よ
り
、
病
院
は
灰
壗
に
帰
し
た
こ
と
で
あ
る
。

図9(a)昭和|0年頃の住田外科病院(長門谷洋治氏、大

阪府立中之島図書館提供）

図9(b)住田外科病院職員(昭和I0年|2月)、前列中央が

住田正雄（左海伸夫氏提供）
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住
田
外
科
病
院
の
位
置
は
現
在
の
大
阪
市
中
央
区
役
所
前
に
当
た
る
が
、
農
人
橋
だ
け
が
形
を
変
え
て
残
る
だ
け
で
、
昭
和
四
十
年
の
都

市
計
画
で
高
速
道
路
が
走
り
、
往
時
を
偲
ぶ
も
の
は
何
一
つ
な
い
・

戦
災
後
、
住
田
は
京
都
市
上
京
区
出
雲
路
俵
町
二
十
四
番
地
に
隠
棲
し
、
昭
和
二
十
一
年
一
月
二
十
一
日
亡
く
な
っ
た
。
享
年
六
十
八
歳

で
あ
っ
た
。
最
後
を
看
取
っ
た
の
は
、
九
大
、
住
田
外
科
病
院
以
来
身
辺
の
世
話
を
し
て
い
た
生
田
ナ
ヲ
で
あ
っ
た
。
約
半
年
間
の
京
都
に

お
け
る
生
活
、
死
因
な
ど
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
情
報
が
え
ら
れ
て
い
な
い
。

墓
は
故
郷
の
法
華
寺
に
あ
り
（
図
皿
）
、
平
成
七
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
害
を
被
っ
た
が
、
今
は
昔
の
ま
ま
の
姿
に
修
復
さ
れ
て
い
る
。

（
四
）

戒
名
は
顕
徳
院
殿
玄
道
正
雄
大
居
士
で
、
墓
碑
銘
は
京
都
大
学
文
学
部
鈴
木
虎
雄
教
授
の
撰
に
な
り
、
谷
内
清
巌
大
僧
正
の
筆
に
よ
る
。
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内
、
ご
教
示
を
頂
戴
し
た
。
長
門
谷
洋
治
、
蒲
原
宏
両
氏
に
は
大
阪
時
代
に
関
し
て
、
多
く
の
ご
教
示
お
よ
び
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。

ま
た
、
天
児
和
暢
、
池
野
覚
、
古
西
義
麿
、
左
海
伸
夫
、
鈴
木
勝
巳
、
問
田
直
幹
、
福
元
敬
二
郎
、
別
所
四
郎
、
三
浦
裕
正
、
溝
口
博
、
森
永
亨
、

山
室
隆
夫
の
各
氏
（
五
十
音
順
）
、
お
よ
び
九
大
医
学
部
整
形
外
科
、
西
日
本
新
聞
社
、
福
岡
県
立
図
書
館
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
は
多
数
の
貴

重
な
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。

文
献
お
よ
び
注

（
１
）
司
馬
遼
太
郎
著
「
播
磨
灘
物
語
」
、
吉
川
英
治
著
「
黒
田
如
水
」
な
ど
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。

（
２
）
石
井
邦
一
「
手
野
の
医
者
ど
ん
ｌ
三
木
家
の
人
々
」
岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会
年
報
、
第
六
号
、
昭
和
五
十
八
年
十
月

（
３
）
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
二
十
五
年
史
、
昭
和
三
年

（
４
）
後
に
一
時
関
節
成
形
術
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
現
在
の
日
本
整
形
外
科
学
会
用
語
で
は
関
節
形
成
術
（
画
風
言
○
亘
閉
ｇ

（
５
）
天
児
民
和
「
住
田
正
雄
教
授
」
臨
整
外
、
二
十
七
巻
、
七
○
四
’
七
○
六
、
平
成
四
年

（
６
）
官
制
改
正
に
よ
り
明
治
四
十
四
年
四
月
よ
り
九
州
帝
国
大
学
医
科
大
学
と
な
る
。

（
７
）
藤
木
廣
「
九
大
整
形
外
科
教
室
開
講
二
十
五
周
年
に
際
し
て
教
室
創
立
時
代
を
回
顧
す
」
開
講
二
十
五
年
集
、
昭
和
十
二
年
四
月

（
８
）
日
本
整
形
外
科
学
会
雑
誌
、
第
一
巻
、
一
八
二
、
大
正
十
五
年

（
９
）
田
代
義
徳
「
日
本
の
整
形
外
科
に
関
す
る
追
想
談
」
（
医
学
談
話
会
に
お
け
る
講
演
、
昭
和
五
年
五
月
二
十
九
日
）
、
東
西
医
学
大
観
、
続
編
第
十

三
巻
、
三
十
七
号
、
一
七
五
ぺ
ｌ
ジ
、
昭
和
五
年

（
蛆
）
井
関
九
郎
「
批
判
研
究
、
博
士
人
物
、
医
科
編
」
、
三
一
四
、
発
展
出
版
部
、
大
正
十
四
年
五
月

（
Ⅱ
）
こ
の
場
所
に
は
住
田
家
の
離
れ
が
、
今
も
戦
災
を
免
れ
て
現
存
し
て
い
る
。
九
大
整
形
外
科
同
門
の
故
城
戸
正
明
博
士
の
持
ち
家
と
な
っ
て

い
る
の
も
、
奇
し
き
縁
で
あ
る
。

（
咽
）
福
岡
日
日
新
聞
、
大
正
十
四
年
七
月
十
八
日
よ
り
同
年
八
月
二
十
七
日
分

（
Ｂ
）
三
宅
速
「
或
る
明
治
外
科
医
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
三
宅
進
編
、
日
本
文
教
出
版
株
式
会
社
（
岡
山
）
、
平
成
十
年
二
月

（
Ｍ
）
福
岡
日
日
新
聞
、
大
正
十
三
年
八
月
一
日
、
四
日
、
五
日
、
八
日
、
二
十
七
日
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君
諄
正
雄
住
田
氏
淡
路
津
名
郡
江
井
町
人
金
作
君
第
四
子
幼
頴
悟

長
入
東
京
帝
国
大
学
医
科
明
治
出
六
年
卒
業
従
佐
藤
三
吉
教
授
専

攻
外
科
後
任
福
岡
医
科
大
学
助
教
授
出
為
文
部
省
留
学
生
遊
学
独

逸
大
正
元
年
帰
朝
任
九
州
帝
国
大
学
教
授
開
設
整
形
外
科
学
講
座

授
医
学
博
士
推
為
日
本
外
科
学
会
長
昭
和
元
年
辞
官
叙
正
五
位
賜

勲
三
等
明
季
任
大
阪
創
立
外
科
住
田
病
院
大
戦
酎
遭
爆
災
退
棲
京

都
優
遊
自
適
二
一
年
一
月
二
一
日
病
卒
年
六
十
九
君
於
外
科
最
長

整
形
創
始
専
門
其
功
偉
突
治
病
之
技
巧
妙
卓
絶
関
節
結
核
等
症
無

与
相
此
患
者
争
趨
履
接
干
門
暇
則
柔
道
水
泳
盆
栽
書
画
著
作
並
有

好
尚
亦
不
敢
追
人
後
天
才
者
乎
頃
者
君
家
介
人
致
状
求
銘
乃
銘
日

誰
無
肢
体
或
正
或
否
形
整
用
全
由
子
吾
手

創
始
之
功
仰
推
泰
斗
青
山
有
墳
令
名
不
朽

正
二
位
勲
二
等
文
学
博
士
鈴
木
虎
雄
撰

前
真
言
宗
長
者
大
僧
正
谷
内
清
巌
害
印

住
Ⅲ
正
雄
墓
碑
銘

日
本
医
事
新
報
、
二
三
八
号
、
五
一
四
、
昭
和
二
年
二
月

長
門
谷
洋
治
「
大
正
・
昭
和
（
戦
前
）
時
代
、
船
場
の
医
師
た
ち
」
、
「
船
場
の
医
者
」
所
収
、
大
阪
市
東
区
医
師
会
、
昭
和
五
十
七
年
七
月

近
代
大
阪
年
表
、
一
五
九
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和
五
十
八
年
十
月

大
阪
市
戦
災
焼
失
区
域
図
（
復
刻
版
）
、
大
阪
大
空
襲
を
語
る
会
編
、
日
地
出
版
株
式
会
社
、
昭
和
六
十
年
六
月

（
福
岡
市
・
福
岡
整
形
外
科
病
院
）
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TheLifeofDr.MasaoSumita(1878-1946),AFounderofModern

OrthopaedicSurgeryinKyushu

byAkiraKOBAYASHI

（
霊
臼
）
巾
守
恕
抑
等
恕
槌
澤
朴
忠
幽
骨
、

ThelifeofDr.MasaoSumita,whowasthefirstprofessoroftheDepartmentofOrthopaedicSurgery

atKyushuUniversityinFukuokaduringl912-1925,wasoneofthefoundersofmodernorthopaedic

surgeryinJapan.Histechniqueofoperativeprocedureshadgainedanationalreputation,andthe

successfulresultsofhisoperationsofarthroplastyonover300joints,alongwithhisotherenormous

academicachievementswerereported.

However,hewasaccusedofconductingprivateclinicactivitiesoutsidetheuniversityhospital,which

wasconsideredillegalasanationalpublicofficial.Thefreeattitudetomedicalpracticethathehad

experiencedduringhisstayinEuropeancountries,whereconductingprivateclinicwork,evenoutsidethe

nationaluniversitywasapproved,ledtothisunjustifiableincidentinJapan.Hewassubsequently

purgedfromtheuniversityduetothisaccusation.

Inhisfamilylifehewassurvivedbyhiswifeandfourchildren.Hislifestoryseemedtotheauthor

tobeadramawithriseandfall.

Consequently,theauthorwouldliketorevealSumita'soutstandingacademicachievementsandreal

personalimageasaningenioussurgeonandscholar,inspiteofthesorrowfulaspectofhislife.


